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研 究 主 題

実際 に英 語 を使 用 して実践 的 コ ミュニケ ー シ ョン能力 を育 成 す る指 導 の工 夫

1主 題設定の理由と研究のね らい

1主 題設定の理 由

21世 紀 の 地 球 社 会 は これ まで 以 上 に国 際 化 、 情 報 化 が進 行 す る ボ ー ダ レス の社 会 に な る もの

と考 え られ る。 そ の よ うな社 会 で は、 自分 と は異 な る考 え や価 値 観 を もっ 人 達 と お互 い に理 解

し合 う ことが 必 要 に な り、 相 手 の文 化 や 個 性 を尊 重 しつ つ 、 自 らの考 え や意 見 を明 確 に相 手 に

伝 え る コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 が不 可 欠 で あ る。

新 しい学 習 指 導 要 領 で 英 語 が選 択 教 科 か ら必 修教 科 にな り、英語 で の実践 的 コ ミュニ ケー シ ョ

ン能 力 育 成 に重 点 が 置 か れ た こ とは、 ま さ に時 代 の要 請 を受 け て の こ とで あ る。 そ の要 請 に応

え るべ く、 本 研 究 で は実 際 に生 徒 に英 語 を使 用 させ なが ら実 践 的 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン能 力 を育.

成 す る こ とを研 究 の柱 と した。

2研 究 のね らい

実 際 に生 徒 に英 語 を使 用 させ るに は使 用 場 面 の設 定 と、 使 用 す る必 然 性 が求 め られ る。 そ こ

で 本 研 究 で は、 使 用 場 面 の設 定 と必 然 性 を保 障 す る もの と して イ ン ター ネ ッ トとい う教 具 に着

目 し、 イ ン ター ネ ッ トを活 用 した コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力 の育 成 に つ い て研 究 した。

ま た も う一 っ の側 面 と して、 英 語 の基 礎 学 力 を十 分 身 に付 け させ た上 で、 英 語 を 段 階 的 に使

用 さ せ る試 み を行 い、 この側 面 で は音 読 指 導 に注 目 した。 この2っ の ア プ ロー チ を通 して 、 実

践 的 コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力 育 成 の た め の指 導 の工 夫 を行 った。

皿 研究の構想

っ ぎの よ うに2つ の分 科 会 を設 けて研 究 を行 った。

研究主題 実 際 に英 語 を使 用 して コ ミュ ニ ケ ー シ ョン能 力 を育 成 す る指 導 の工 夫

第1分 科 会 第2分 科会

分 科 会 イ ン タ ー ネ ッ ト を 活 用 し た 実 践 的 コ ミ ュ ニ ケ ー 実 践 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能

研究主題 シ ョ ン能 力 の育 成 力 を育成 す る音読指導

研究内容 *教 室 内 のEメ ー ル の活 用 *音 読 の指導法

*国 内 や海 外 の学 校 とのEメ ー ル に よ る コ ミ ュ *音 読 か らspeakingへ の 活 動

ニ ケ ー シ ョ ン 活 動 *教 科書 を最大 限に活 用 した コ

*チ ャ ッ ト の 活 用 ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動

*テ レ ビ会 議 *3年 間 を見通 した指 導計画

授業研究 *擬 似 体 験Eメ ー ル *さ まざまな音読指導 の工夫

*リ ア ル な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と し て のEメ ー ル *音 読 指 導 か ら コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

*チ ャ ッ ト ン活動 への発展
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皿 第1分 科会

研 究 主 題

イ ンタ ー ネ ッ トを 活 用 した実 践 的 な コ ミ ュニケ ー シ ョン能 力 の育 成

1主 題設 定の理 由 と研 究のね らい

(1)主 題 設 定 の理 由

今 日、 教 育 の場 で はIT革 命 の影 響 を 受 け教 育 機 器 が 日 々著 し く進 歩 して お り、 中学 校

に も情 報 通 信 ネ ッ トワー クが急 速 に 導 入 され っ っ あ る。 しか し、 ネ ッ トワー ク機 器 が 導 入

され始 め て か らまだ 日が浅 い こ と もあ って 、 そ の 活 用 につ いて の研 究 は い ま だ 十 分 と は い

え な い状 況 で あ る。

イ ン ター ネ ッ トを は じめ とす る情 報 通 信 ネ ッ トワ ー クで は、 リア ル タイ ムで 外 国 人 と実

際 に コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを行 う こ とが で き る。 生 徒 は実 際 に生 きた言 語 を使 用 す る リア ル

な体 験 を通 して 「聞 くこ と」 「話 す こ と」 だ け で は な く 「読 む こ と」 「書 くこ と」 を 含 め た

実 践 的 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン能 力 を 伸 ば して い く もの と期 待 さ れ て い る。

新 学 習 指 導 要 領 の 中学 校 外 国語 科 改 訂 の基 本 方 針 に は、 「実践 的 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能

力 の育 成 を はか るた め 、言 語 の実 際 の 使 用 場 面 に配 慮 した指 導 の充 実 を 図 る」 と述 べ て あ

る。 さ らに外 国語 科 の 目標 の一 っ に、 「外 国語 を通 じて 、積 極 的 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを

図 ろ う とす る態 度 の育 成 を はか る」 と い う記 述 が あ る。 即 ち、 外 国語 を コ ミュニ ケ ー シ ョ

ンの た め の生 きた言 葉 と して使 え る よ う な授 業 実 践 が教 室 内 で行 わ れ れ ば 、上 記 の 目標 達

成 に寄 与 す る こ とが大 き い と考 え る。

そ こで、 英 語 の授 業 に お け る イ ンタ ー ネ ッ トの活 用 にっ い て、 実 践 上 の 課題 を 明 らか に

す る と と もに、 指 導 内容 、 指導 方 法 、 指 導 計 画 の在 り方 等 を探 るこ とが大 切 で あ る と考 え、

この 主題 を設 定 した。

(2)研 究 の ね らい

イ ン ター ネ ッ トの魅 力 に は、大 き く分 けて4っ あ る。 検 索 、Eメ ール(ボ イ ス ・メール、

ビデ オ ・メ ー ル を含 む)、 チ ャ ッ ト、 そ して ホ ー ムペ ー ジ に よ る情 報 発 信 で あ る。

検 索 の魅 力 は、 自分 の興 味 関心 あ る情 報 を 、 世 界 中 か ら一 瞬 に して手 に入 れ る こ とが で

き る こ と で あ る。 そ れ ぞ れ の分 野 に お け る ス ペ シ ャ リス トが、 そ の得 意 とす る分 野 の情 報

を 、 ホ ー ム ペ ー ジ とい う形 で提 供 して い るお か げで あ る。 この ホ ー ムペ ー ジを 読 む だ け で

も、 「英 語 を読 ん で理 解 す る」 と い う能 力 を つ け る こ とが で き る と思 うが 、 きわ め て 受 動

的 な形 に と ど ま って しま う。 そ こで 、 これ を 実 践 的 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンに発 展 させ て い く

ため に、 読 解 した内 容 に対 す る メ ッセ ー ジ メ ー ルを 作 成 す る指 導 を す る。 そ して それ を送

る。 返 信 メ ー ルが 来 れ ば、 そ れ が リア ル な コ ミュ ニ ケ ー シ ョンの第 一 歩 とな るで あ ろ う。

こ う した活 動 を発 展 さ せ る と、 最 終 的 に は海 外 の 学 校 と の交 流 も 可能 とな る。 適 切 な相

手 を 見 つ け、Eメ ー ル を活 用 して い け ば 、実 践 的 コ ミュ ニ ケ ー シ ョンの場 と して 、 非 常 に
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魅 力 的 な もの とな る。 さ らに1歩 進 ん で チ ャ ッ トを授 業 で扱 う こ とが で きれ ば、 コ ミュニ

ケ ー シ ョ ンの実 践 が 教 室 内 で可 能 と な る。 そ れ は ま さ に、ClassroomEnglishか らEnglish

Communicationへ の脱 皮 と な る はず で あ る。

こ う した魅 力 あ る ネ ッ トワー クを活 用 し、 実 践 的 コ ミュニ ケ ー シ ョン活 動 を ま ず学 級 内

の生 徒 同士 で行 う。 次 に国 内 の他 の学 校 の生 徒 と交 流 し、 や が て そ れ を海 外 に ま で展 開 す

る こ とを ね らい と し研 究 を進 あ た。

な お、 本 研 究 で は 「生 徒 が英 語 を使 って ホ ー ム ペ ー ジを作 成 す る」 とい う内容 は、 生 徒

の個 人 情 報 を慎 重 に取 り扱 い た い こ とや、 研 究 期 間 が 限 られ て い るた あ に十 分 に深 め られ

な い こ と もあ り、 研 究 対 象 とは しな か った。

2研 究 の方法

研 究 方 法 と して は、 文 献 研 究 、 授 業 研 究 を行 った。

(1)文 献 研 究

イ ン ター ネ ッ トを英 語 の授 業 に活 用 した事 例 の 先行 研 究 は文字 ベ ー スで はあ ま り多 くは

な か った。 む しろ、 イ ン ター ネ ッ トの ホー ムペ ー ジで よい先 行 研 究 に 出会 うこ とが で きた。

(2>授 業 研 究

イ ン ター ネ ッ トの持 っ機 能 的 な魅 力(検 索 ・Eメ ール ・チ ャ ッ ト)を 活 用 して 次 の よ う

な授 業 の研 究 を行 った。

① パ ソ コ ンの基 本 操 作 、 及 び英 字 入 力 の仕 方 を 身 に付 け させ る授 業

(パ ソ コ ンの起 動 方 法、 マ ウ スの使 い方 、 ウ ィ ン ドウ ズの操 作 、 アル フ ァベ ッ トの キ ー

配 列 を覚 え る と同 時 に、 英 字 入 力 の方 法 な ど。)

② 教 室 内LANを 使 い 、学 級 内 でEメ ール に よ る コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを行 う授 業

③ 検 索 を活 用 して海 外 との コ ミュニ ケ ー シ ョ ンに発 展 させ て い く授 業

④Eメ ー ル(ボ イ ス ・メ ール、 ビデ オ ・メー ル)を 活 用 した コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動 の授

業(国 内、 海 外)

⑤ チ ャ ッ トを活 用 した コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活 動 の授 業
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3研 究 の内容

(1)教 室 内LANを 利 用 した授 業 の実 践 例 く 第1学 年〉

コ ン ピ ュー タ教 室 の40台 のパ ソ コ ンが 接 続 さ れ て い る

れ て い る)環 境 で、1年 生 の生 徒 を対 象 に行 う。

① 単 元 の指 導 計 画

(LocalAreaNetworkが 構 築 さ

指 導 内 容 学 習 内 容

第1時 パ ソ コ ンの基 本 操 作 、 及 び英 字 入 力 の仕 方

〈 使 用 ソ フ ト:PetitChat(プ チ チ ャ ッ ト)

[FreeSoftware]〉

学 級 内 の ネ ッ トワー クを 使 っ

て 簡 単 な単 語 や文 章 を入 力 し、

お互 い の文 を読 み 合 う。

第2時 教 室 内LANを 使 った コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動

く 使 用 ソ フ ト:ど き ど き ア タ ック[S社]〉

絵 と、Whatを 使 っ た 疑 問 文

を相 手 側 に発 信 す る。 相 手 側

は そ の質 問 に答 え る。

A:Whatisthis?

B:It'sahat.

第3時

(本 時)

教 室 内LANを 使 っ た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 活 動

〈 使 用 ソ フ ト:PetitChat(プ チ チ ャ ッ ト)

[FreeSoftware]〉

WhoamI?2人1組 に な って、

Ping-PongCommunicationを

行 い 最 終 的 に 相 手 が 誰 な の か

を 当 て る 。

② 本時の展開

学 習 活 動 生徒 のパ ソコ ン操作 指導上の配慮事項

導入 1英 字入力の復習 ①PetitChatを 立 ち 最近習った単語、文を取 り

10分 聞 こえ て くる単語、 もしくは 上 げ る。 上 げて発音 す る。(2、3

文をできるだけ速 く正確に入 ② 自分の名前を入力 し 回)。

力 す る 。 パ ー トナ ー と交 代 し て チ ャ ッ トル ー ム に は

なが ら行 う。 い る。(全 員 同 じ部 屋

に 入 る。)
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展開 2ど きどきアタ ックの復習 ① どきど きア タックを立 ・絵 は、 あ らか じめ考 えさ

35分 ①質問の文と絵を作成 して、 ち上 げる。 せ て お く。

それを相手側に発信する。 ②早 くで きあが った とこ ・発信する相手が偏 らない

②受信 した質問文に対 して、 ろ は 、 パ ー トナ ー を 交 ように配慮 す る。(発 信

パ ー トナ ー と と も に そ の 質 代 し、質問の文を2っ の相手 を自動設定 とす

問文 に答え る。 そ してそれ 作 る。 る 。)

を相手側に発信する。

③送 られてきた解答につい

ては、正解かどうかを相手

に伝 え る。

3教 室 内チ ャッ ト ①PetitChatを 立 ち 上 ・自分の相手が誰なのかわ

①Doyoulike～? げ る。 か らないので、最終的 に

What()doyoulike? ② 自分の名前が相手にわ その相手を推理できるよ

と い う形 を使 って、 チ ャ ッ か らな い よ うに ペ ン ネー うな質 問を多 くす るよう

トの 相 手 と コ ミ ュ ニ ケ ー ム(動 物や植物など) に指示 す る。

シ ョ ン さ せ る 。 を使 う。 ・ペァを組 んでい る生徒 に

② 時間 を区切 って、 その ③あらかじめ指定された は、一緒 に考 え させ る。

時点 で 、WhoamI? チ ャ ッ トル ー ム に入 る。 ・ペ ア ワ ー ク の 延 長 と考 え
、

という質問文を発するよ (こ こで は1対1の チ ャ ッ できるだけ多 くQ&Aが

うにす る。(で きるだ け トを 行 う。) で きるよ うに指示 す る。

多 くの会話をさせる) ・Originalityの あ る 文 を

③ 会話を発表する。 中心 に発表 させ る。

まとめ ①Who,Whatの 用 法 ① ソ フ トを オ フ に す る。

5分 につ いての確認 を行 う。 ② ウ ィン ドウズを消す。

② 次時の予告 ③ パ ソコンをオフにする。

学 級 内の チ ャ ッ トの例(BがAを あ て る。)

A

B

A

A

A

A

A

A

Hello.11ikesports.〈 送 る 〉

Hello.Whatsportdoyoulike?〈 送 る〉(以 下 同 様)

Ilikesoccer.

Yes,Ido.

IlikeHik∂ru{ノt∂d∂.

No,Idon't.

Ilikeramen.WhoamI?

Yes,Iam.

B

B

B

B

B

Doyoulikemusic?

Whatmusicdoyoulike?

DoyougotoJuku?

Whatfooddoyoulike?

AreyouKenji?
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(2)Eメ ー ル を使 った授 業 の実 践 例 く 第2学 年 〉

① バ ー チ ャルEメ ー ル を使 った 授 業 の 実 践 例

ア 授 業 の 目標

「こね っ と ワー ル ド」 と い う ソ フ トウ ェ アを 使 って 、 擬 似 的 にEメ ー ル で 教 室 の 外 の

世 界 と交 流 す る練 習 を行 う。 生 徒 は英 語 を 使 用 して 行 う コ ミュニ ケ ー シ ョ ンが 、 世 界

に広 が って い くこ とを 実感 で き、 関 心 ・意 欲 が高 ま る。

イ 実 践 事 例

(f)指 導 計 画

第1時 アル フ ァベ ッ ト入 力 の練 習

第2時Eメ ー ル の送 受 信 の 練 習 ①

第3時Eメ ー ル の送 受 信 の 練 習 ②(本 時)

(-r)本 時 の 目標

・バ ー チ ャル(仮 想 現 実 体 験)で は あ るが 、 コ ンピ ュー タを使 って メ ー ル のや り と

りを す る こ と に よ って 、Eメ ー ル の使 い方 を学 ぶ。

・Eメ ー ルの や り と りを通 して、 英 語 の4技 能 の 力 を っ け る。

(ウ)本 時 の 指 導 過 程

学

① コ ン ピュ ー タ を起 動 させ 、 「こ ね っ と ワ ー導

ル ド」 を立 ち上 げ、 「バ ー チ ャルEメ ー ル 」

が 行 え る環 境 を設 定 す る。

② 前 時 の復 習 す る。

① 「バ ー チ ャルEメ ー ル」 に用 意 され て い る

トピ ック の 中 か ら、 自分 で気 に入 った 話 題

を選 び"Let'sTry!を ク リックす る。

② 自分 の名 前 を半 角 英 字 で入 力 す る。

③ 画 面 上 の ガ イ ダ ンス に沿 って進 め 、 送 信 用

メ ー ル を完 成 させ て い く。

④ 送 信 用 の メ ー ル が完 成 した と ころ で 、 配 布

した プ リン トに メー ル全 文 を写 す。

⑤ メ ー ル 内容 を 写 し終 わ った ら、 「送 信 」 を

ク リッ ク し返 信 が来 るの を待 っ。

⑥ 返 信 の メ ー ル が画 面 に表 示 され た らそ の 文

を ま た プ リン トに写 す。

⑦ 送 信 、 返 信 の メー ル を書 き終 え た ら、 プ リ

ン トの裏 に そ の英 文 を 日本文 に訳 す 。

⑧1っ の トピ ックで メー ル の送 受 信 が 終 わ っ

た ら、 同 じ要 領 で別 の トピ ックを 選 び 、 同

じ要領 で進 め て い く。

生 徒 を指 名 し、 自分 が 送 信 した メ ー ル と返 信

され て きた メー ル を読 ん で 発 表 す る。

パ ソ コ ンが うま く起 動 しな

い生 徒 へ の補 助 をす る。

・LANシ ス テ ム を使 い、

うま く先 へ 進 め な い 生 徒

の 補 助 をす る。

・パ ソ コ ンを先 に 進 め る だ

けで な く 画 面 に表 示 さ

れ た文 を し っか り書 き写

させ る。
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(エ)評 価

・コ ン ピュー タを あ る程 度 使 い こな す こ とが で きた か。

・メー ル を書 くた あ の英 作 文 を正 し く完 成 す る こ とが で きた か。

・自分 の作 成 した メー ル を正 し く読 む こ とが で き るか
。

・発 表 生 徒 の英 文 を正 しく理 解 で きた か。

参 考HP(ホ ー ム ペ ー ジ)http://www.wnn.or.jp/wnn-s/e-mail/index.html

② 海 外 生 徒 と のEメ ー ル交 換 の 実 践 例

ア 目 標

メ ー ル交 換 を通 して、 英 語 を 「読 む」、 「書 く」 力 を付 け る。

イ 指 導 の手1順

0リ バ ー チ ャルEメ ー ル を通 して、 メ ー ル の書 き方 等 を学 ん だ 後 、 実 際 に海 外 の生 徒

と の メ ー ル交 換 を行 う。

(イ)生 徒 を2人1組 に して 、 以 下 の3つ の 中か ら、 自分 た ちが 交 流 を した い と ころ を

選 ばせ た。

グ ル ー プA=当 区 と姉 妹 都 市 関 係 に あ る、 オ ー ス トラ リア、 ベ ル モ ン ト市 に住 む 生

徒 との メ ー ル交 換 行 う。

グ ル ー プB:"epalclassroomexchange"(ホ ー ムペ ー ジ)を 使 い、 リス トに あ る学

校 の 中 か ら、 自分 た ちが 交 流 を した い所 を選 び、 メ ー ル 交 換 を 行 う。

グ ル ー プC:"epalclassroomexchange"を 使 い、 当校 に ア クセ ス の あ った ク ラ ス、

生 徒 との メー ル交換 を行 う。

ウ メ ール の実 際例

(送 信1)

Hello.

WearestudentsofKjuniorhighschoolinAward .

WehavestudiedEnglishfortwoyears.Itisdifficultforus ,butwe
studyithard.

MynameisK.Y.1'maboy.Myhobbyislisteningtomusicand

cooking.Iwanttobeaveterinarian.

MynameisN.K.1'magirl.MyhobbyisplayingtheElectronic

organ.Ipracticeiteveryday.Myhobbyisknitting,too.

Wewanttofindwhatyouwant.Pleasesende-mailtoussoon.

Yourfriends,

K.Y.N.K.
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ウNAsA(ア メ リ力航 空 宇 宙 局)の カ ー 「ドを 送 る(NASAKids)

ア メ リカ の航 空 宇 宙 局 に つ い て子 供 向 け に紹 介 され て い るホ ー ムペ ー ジが あ る。 これ

を利 用 す る と、 宇 宙 飛 行 士 や ス ペ ー ス シ ャ トル の 内部 な ど、 美 しい写 真 が っ い た カ ー

ドをEメ ー ル で送 る こ とが で き る。 この ホ ー ム ペ ー ジで は、 対 話 形 式 の ゲ ー ムや ク イ

ズ な ど もあ り、 イ ン ター ネ ッ トを利 用 して楽 し く学 習 を進 め られ る。

伊)目 標

英 語 で近 況 報 告 な ど短 い メ ッセ ー ジを書 き、NASAの 写 真 付 カー ドと して 送 信

す る。 身 近 な人 と の コ ミュニ ケ ー シ ョン活 動 を意 欲 的 に実 践 で き るよ う にす る。

(イ)指 導 過 程

カ ー ドの英 文 を書 くス ペ ー ス は あ ま り広 くな い の で、 英 文 を そ の場 で 考 え る こ と

も可 能 で あ る。 送 信 先 は友 人 や 家 族 、 あ る い はALTや 教 師 な どか ら選 択 す る。

(ウ〉 評 価

作 成 した カ ー ドを印 刷 し、 そ れ を教 師 が 評 価 す る。 完 成 した生 徒 の カ ー ドを 画 面

に表 示 させ 、 他 の 生 徒 に転 送 して生 徒 同 士 で 評 価 しあ う こ と もで き る。 ま た 、 印 刷

した 物 を 教 室 な ど に掲 示 す る の もよ い。

カ ー ドを 作成 す る活 動 は、 他 に も応 用 す る こ とが で きる。 い くっ か の ホ ー ムペ ー

ジで は写 真 や イ ラ ス トのつ い た様 々 な グ リー テ ィ ン グカ ー ドの 中 か ら気 に 入 った も

の を 選 び、 自分 で メ ッセ ー ジを 書 き入 れ てEメ ー ル で送 る こ とが で き る。ALTや

友 人 と誕生 日 カ ー ドや ク リス マ ス カ ー ドを交 換 しあ う こ とに よ って、 生 徒 の学 習 意

欲 を 喚起 しな が ら、 場 面 に応 じた コ ミュ ニ ケ ー シ ョン能 力 を育 て た い。

参 考HPhttp://www.north-pole.net/index.htm

http://www.whitehouse.gov/WH/kids/html/home.html

http://www.nasa.gov/kids.html

4イ ンタ ー ネ ッ トを活 用 す る 際 の環 境 条 件 や 課 題

(1)必 要 な環 境 ・設 備 ・条 件

① コ ン ピ ュー タが設 置 され て い る こ と は言 う まで も な いが 、 そ の他 に イ ン ター ネ ッ トが

接 続 可 能 な ハ ー ドウ ェ ア ・ソ フ トウ ェ アの設 置 、 整 備 が 必 要 で あ る。 ま た、 同 時性 を重

視 して 相 互 にEメ ー ル を送 受 信 す る授 業 を展 開 す るの で あれ ば 、 動 画 、 音 声 を ア レ ンジ

す る ソ フ トウ ェア も必 要 とな る。

② イ ン ター ネ ッ トが 接 続 さ れ て い な い学 校 で上 記 の よ う な活 動 例 を 実 践 す る場 合 に は、

コ ン ピュ ー タ教 室 内LANシ ス テ ム を利 用 し擬 似 体 験 を す る こ と も可 能 で あ る。 ま た、

擬 似 体 験 の可 能 な ソフ トウ ェア もあ るの で、 メー カ ー等 に問 い合 わ せ て もよ い。

② 実践 上の課題

① 実 際 に授業を行 うと、事前 には想定 で きなか った問題、 トラブルが発生す る ことがあ
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る。 ス ム ー ズ に授 業 を 展 開 させ る に は、教 員 が 、 コ ン ピュ ー タ にっ いて の 技 術 、 知 識 を

高 め て お く必 要 が あ る。 ま た、 可 能 で あれ ば 、 複 数 の 教 員 で 指 導 に あ た る方 が よ り良 く

展 開 で き る。

② 一 番 大 切 な点 は、 「英 語 の授 業 」 で あ る とい う こ とを、 教 員 そ して 生 徒 が 、 十 分 に 認

識 す る こ とで あ る。 例 え ばEメ ー ル を利 用 した授 業 で は、 メ ー ルの 内 容 を 英 文 で 送 る に

して も、 説 明 な ど他 の部 分 で は 日本 語 が 多 くな る の は止 む を 得 な い。

そ の 場 合 、 と もす る と技 術 科 を は じめ と した他 の教 科 との 差 異 が 感 じ られ な い授 業 が

展 開 され る可 能 性 もあ る。 従 って 、 事 前 事 後 の 学 習 を工 夫 し、 こ うい う形 態 の授 業 も英

語学 習 の一 環 で あ る と い うこ とを 意 識 させ ね ば な らな い。 送 信 、 受 信 した メ ー ル を音 読

させ る、 日本 語 に翻 訳 す る な どの 活 動 が 必 要 と な る。

③ コ ン ピュ ー タを 利 用 した授 業 で は、 進 度 が 個 々 に異 な る ことが 多 い。 ま た、 授 業 に直

接 関 係 の な い ソフ トウ ェア を稼 動 した り、 思 わ ぬ トラブ ルで 動 きが とれ な くな る な ど、

様 々 な問 題 の発 生 も考 え られ る。 そ れ故 、 通 常 の授 業 以 上 に個 々 の状 況 を見 る こ とが重

要 と な る。

④ 年 間 計 画 に ど の よ うに位 置 付 け る か も、 大 い に悩 む点 で あ る。 コ ミュニ ケ ー シ ョンの

実 践 の 一 っ と して 位 置 付 け紹 介 す る程 度 で あ る の か、 表 現 能 力 の育 成 と して継 続 した指

導 を行 うの か、 事 前 に十 分 検 討 しな け れ ば な らな い だ ろ う。 補 足 で は あ る が、 今 後 は選

択 教 科 と して の展 開 も可 能 で あ ろ う。 ・

⑤ この分 科 会 の研 究 で は、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 の育 成 に焦 点 を あ て、 そ れ に 関 わ る

コ ン ピュ ー タの利 用 に 的 を絞 った が、 授 業 で コ ン ピ ュー タを使 用 で き る場 面 は他 に もあ

る。 そ れ は、 情 報 検 索 を 中心 と した授 業 で あ る。 教 科 書 会 社 が開 設 して い るホ ー ムペ ー

ジに は、 教 科 書 の 内容 の補 助 資 料 と な るよ うな ホ ー ム ペ ー ジが い くっ か紹介 されて い る。

そ れ を利 用 す る こ とで、 や や扱 い に くい 内容 や、 指 導 す る教 員 が多 くの研 究 を必 要 とす

る内容 で も、 瞬 時 に調 べ理 解 を深 め る こ とが 出来 る。

⑥Eメ ー ル、 イ ン ター ネ ッ トを利 用 した授 業 を展 開 す る際 に は、 次 の 点 に 留 意 した い。

・送 信 先 、 英 文 の 内容 を十 分 に点 検 す る。(生 徒 指 導 上 の 問 題 を 考 慮 す る)

・英 文 作 成 に あ た り、 辞 書 を使 用 す る、 翻 訳 ソ フ トを利 用 す る、 パ ター ンを作 成 して お

き部 分 的 に入 れ替 え させ るな ど、 そ の方 法 を考 え て お く。

・電 子 メ ー ル、 イ ン ター ネ ッ トを利 用 す る上 で の ル ー ル、 マ ナ ー(一 般 に 『ネチ ケ ッ ト』

と言 わ れ る)を 十 分 に指 導 して お く。(「 ネ チ ケ ッ ト」 にっ い て は、 以 下 に記 述 の項 を

参 照 さ れ た い。)

(3)イ ンタ ー ネ ッ トを使 用 す る上 での 留 意 点

イ ン ター ネ ッ トを使 用 す る上 で、 以 下 の ル ー ル お よ び マ ナ ー(『 ネ チ ケ ッ ト」)を 確 認 し

事 前 に十 分 指 導 して お く必 要 が あ る。 な お、 こ こに挙 げ た もの は、 生 徒 に指 導 す る上 で必

要 最 低 限 の部 分 の み を抜 粋 、 列 挙 した もの で あ る。

イ ン ター ネ ッ トで は文 字 に よ る コ ミュニ ケ ー シ ョンが大 きな役 割 を担 って い る。 ち ょっ

と した表 現 が誤 解 を招 い た り争 い の も とに な るの で、 言 葉 を選 ん で相 手 を傷 つ け る こ とが
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な い よ うに心 が け る。 一

ま た、 人 を不 愉 快 に す るよ うな話 や言 葉 遣 い、 感 情 的 な表 現 は避 け る。

個 人 情 報 を発 信 す る と きに は、 そ れ に よ って発 生 す る可 能 性 の あ る不利 益 に も配 慮 す る。

ま た、 他 人 の情 報 を本 人 の了 解 な く公 開 し、 プ ライ バ シー を侵 害 しな い。 社 会 的評 価 を低

下 させ る よ うな 内容 も掲 載 しな い。

① 本 人 の許 可 な く、 そ の顔 や容 姿 な どを掲 載 す る と、 肖像 権 侵 害 とな る。 画 像 を添 付 し

送 信 す る と きに は、 くれ ぐれ も注 意 す る。

② 文 章 や写 真 、 音 楽 、 ソ フ トウ ェア な どの著 作 物 に 関 す る権 利 は、著 作 権 者 だ けが 持 っ

て い る。 これ を複 製 、 転 載 した り、 改変 した りす る場 合 は、 著作 権 者 の許 諾 を 得 な けれ

ば な らな い。

参 考HP電 子 ネ ッ トワー ク協 議 会

「イ ン ター ネ ッ トを利 用 す る方 の た め の ル ール&マ ナ ー集 」 よ り部 分 的 に抜 粋

(4)コ ン ピ ュー タ を利 用 した授 業 の推 進

1-(1)主 題 設 定 の背 景 」 に触 れ て い た よ うに、 新学 習 指導 要 領 の 目的 、 目標 を達 成 す る

た め に、 コ ン ピュー タの利 用 は非 常 に 有益 で あ る。 と い うの は、 直 接 面 と向 か って対 話 す

る こ とが苦 手 な生 徒 に と って、 「話 す こ と」、 「聞 く こ と」 を違 う形 で 実 現 で き る か らで あ

る。 ま た 、 「読 む こと」、 「書 く こ と」 の指 導 も同 時 に行 え る利 点 も見 逃 せ な い。

上 記 ② で い くっ か の 問 題点 、 今後 の 課 題 を 挙 げ た が 、 それ らを 解 決 す る こと に よ り、 良

い効 果 を 期待 で き るで あ ろ う。 積 極 的 に 自己 を表 現 し、 実 践 的 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 の

育 成 を 図 るた め に、 コ ン ピュ ー タを 利 用 す る こ と は新 しい試 み で は あ る と思 うが、 今 後 多

くの学 校 で推 進 して い くべ きで あ る と考 え る。
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四 第2分 科会

研 究 主 題

実 践 的 な コ ミ ュニケ ー シ ョン能 力 を育 成 す る音読 指 導

1主 題 設 定 の 理 由 と 研 究 の ね ら い

(1)主 題 設 定 の 理 由

「実 践 的 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 の 育成 を め ざす」 英 語 の授 業 を展 開 して い く過 程 で、

ほ とん どす べ て の英 語科 教 員 が教 科 書 の 音読 を実 施 して お り、 音 読 が効 果 的 な 指導 法 の一

っ で あ る こ と は広 く認 め られ て い る。 各 学 校 ご とに地 域 や生 徒 の実 態 が異 な って いた と し

て も、 多 くの 教 員 が 「生 徒全 員 が教 科 書 を す らす ら と音 読 で き るよ うに な る こ と」 を 指導

目標 に掲 げ て い る。

しか し、 音読 は簡 単 に実 践 で き る指 導 法 で あ るに もか か わ らず 、 そ の基 礎 的 ・理 論 的 な

意義 が意 外 に深 め られ て い な い実 情 が あ る。 特 に、 実 践 的 な コ ミ3ニ ケ ー シ ョ ン能 力 の育

成 に音 読 が どの よ うに結 び つ い て い くの か に っ い て の説 明 は十 分 とは言 え な い。 また、 音

読 を効 果 的 に実 施 す るた め に は どの よ うな工 夫 を す べ きか にっ い て も、 十 分 に検 討 され て

い る とは言 い難 い状 況 が あ る。

そ こで、 本 研 究 で は基 礎 的 な音 読 練 習 を、 よ り応 用 的 ・発 展 的 な コ ミュニ ケ ー シ ョン活

動 へ と高 め て い くプ ロセ ス に注 目 し、 実 践 的 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 の育 成 に っ な が る

音 読 練 習 の在 り方 を探 る こ とに した。

② 研 究 の ね ら い

① 英 語 の授 業 に お け る音 読 指 導 の意 義 を探 る

② 様 々 な音 読 指 導 の工 夫 をす る

③ 音 読 か ら コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動 へ の発 展 の在 り方 を 探 る

2研 究 の 方 法

(1)文 献研 究

東 京 都 立 研 究 所 の デ ー タベ ー ス、 及 び イ ンタ ー ネ ッ トに公 開 され て い る文 献 等 か ら、 音

読 に関 す る資料 を 調 べ 、 効 果 的 な指 導 方 法 を学 ん だ。 様 々 な 「音読 の 仕 方」 が あ る こ とを

確 認 した。

(2)質 問紙 調 査

生 徒 の実 態 を把 握 す るた め に音 読 に っ い て の意 識調 査 を実 施 した。

㈲ 授 業 研 究

授 業 研 究 を行 い、 効 果 的 な音 読 指 導 の在 り方 や コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活 動 へ の発 展 の させ

方 を探 った。

3研 究 の 内 容

(1)英 語の授業 にお ける音読指導の意義

① 音読 とは何か
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「音読」 とは教科書 の文章 を声 を出 して読む ことを意 味す る。 「音 読 が上手 であ る」

とい う場合、次 のよ うな下位 の構成要素 を もってい る。

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

単 語 が読 め る。 正 し く発 音 で き る。

音 を流 れ と して と らえ 、 リ ンキ ングで き る。

間 の取 り方 が分 か る。

目が文 の先 へ先 へ と追 い か け られ、 っ まず か な い。

息 が十 分 に 吸 え て発 声 に ボ リュー ムが あ る。

内容 を理 解 し、感 情 を 込 あ て読 む こ とが で き る。

② 音読 の メ リッ トとデ メ リッ ト

音読 には全体 音読、 グループ音読、ペ ア音読 、個人音読な どが あ り、教師 に とっては

授業準 備の手 間がかか らず、生徒 にとって は簡 単 に取 り組あ る学習活動で ある。

声を出 して読む ことで 「読 め る」「読 あない」 の判断 が しやす く学 習活動 の途 中経 過

が よ く分か る。

一方
、音読 は機械 的 な活動 に陥 りやす く、ただ の 「棒読み」 にな って しま う危険性 が

あ る。 全体読みで は、個別生徒の声が聞 き取 りに くく、生徒 の学習状況が把握 しに くい

場合があ る。

③ 音読 にっ いての生徒 の意識

都内公立中学校の2年 生 と3年 生400人 を対象 に質問紙調 査 を実施 した ところ、 次 の

よ うな結果が得 られ た。

◆ 「英語 を声 に出 して読む ことのよさは何 だと思 います か」(複 数回答)
……・・「英単語 や英文 が暗記 しやす くな る」66%

……… 「英語 らしい発音 を身 に付 け られ る」54%

…… 「英語 を話 せ るよ うにな るために必要」37%

◆
◆

◆

「あなたは教科書を声に出して読んでいますか」

「あなたのク ラスメー トは教科書 を声 に出 して読 んで いますか」

「声 を出 して教科書 を読 む ことは楽 しいですか」 ……

「はい」62%

「はい」81%

「とて も楽 しい」 「楽 しい」40%
……… 「あま り楽 しくない」 「楽 しくない」48%

「楽 しくない理 由は何 ですか」 …… 「単語 が読 めない」 「自信 がない」 「恥 ずか しい」 な ど

この調 査 か ら、 生 徒 は音 読 の意 義 を あ る定 程 度 認 識 して い る こ とや、 自分 以 上 に他 の

ク ラス メ ー トが声 を 出 して い る こ とを意 識 して い る こ とが分 か る。

さ らに、 ふ だ ん の授 業 に お け る観 察 法 に よ って把 握 した と ころ に よれ ば、 音 読 が 上 手

に で きる よ うに な りた い と思 って い る生 徒 は多 い。 ま た、 音 読 に は 自分 で英 語 の 音 声 を

つ くる楽 しみ が あ る と感 じて い る生 徒 も少 な くな い。 全 体 読 みで は個人 が埋 没 す るの で、

そ の こ とに気 安 さ を感 じ る生 徒 と、 そ こで気 を抜 い て しま う生 徒 が い る。

学 年 進 行 で 言 え ば、 学 年 が上 が るに っ れ て声 を 出 す生 徒 が少 な くな る傾 向 が あ り、 効

果 的 な 音読 を実 施 す る うえ で の課 題 とな って い る。

(2)効 果 的 な音 読 指 導 の工 夫

① 楽 し く音 読 で き るよ うな授 業 の雰 囲気 作 りを す る

声 を 出 す こ とが楽 しい と感 じられ 、失 敗 して も許 され る と い う安心 感 の あ る授 業 の雰

囲 気 を作 る。 そ の た め に は、 全 体 音 読 → グル ー プ音読 → ペ ア音 読 → 個 人 音 読 、 の順 序 で
●

活 動 を行 い、 あ る程 度 練 習 を した後 、個 人 の発 表 に 移 る よ う に工 夫 す る。
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② 「どの よ うに音 読 す れ ば よ い のか 」 とい う観 点 を生 徒 に示 す

音 読 は実 践 的 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 を育 成 す る た め の基 礎 作 りの活 動 で あ る。 生

徒 に 「コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを意 識 した音 読 が で きる よ うに な る こ とが 大 切 だ」 と い う観

点 を音 読 練 習 の前 に オ リエ ンテ ー シ ョ ン と して示 す 必 要 が あ る。

生 徒 に示 すべ き音 読 指 導 の ポ イ ン トと して は次 の こ とが あ る。

OSpeed・ …(読 み の 速 度)

OPronunciation…(発 音)

OClearness・ ・(声 の 明 瞭 さ)

OLoudness・ ・(声 の 大 き さ)

ORhythm(イ ン トネ ー シ ョ ン、 ス ト レ ス な ど)

OContent(話 の 内 容 、 感 情 移 入 も含 む)

OAttitude(姿 勢 の よ さ 、 ア イ コ ン タ ク トな ど)

これ らの ポ イ ン トを 段 階 的 に身 に付 け させ る指 導 に よ り、機 械 的 な繰 り返 しの音 読 に

止 ま らず 、 実 践 的 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 を育 成 す るた め の応 用 的 ・発 展 的 な活 動 に

結 びつ けて い くこ とが で き る。

応 用 的 ・発 展 的 な活 動 、 例 え ば、Explanation(生 徒 が 外 国 人 指 導 員 に 日本 の 文 化 や

生 活 習慣 等 を英 語 で説 明 す る)、Show&Tell、Speech、Dramaな どの 活 動 で は音 読 練 習

と の 関 連 を 図 りっ つ 、 生 徒 の個 別 指 導 に 当 た る こ と が で き る。 例 え ば 、 生 徒Aに は

「SpeedとLoudnessに 注意 して音 読 練 習 を しよ う。 そ うす れば、 も っ と効 果 的 なSpeech

が で き る」 生 徒Bに は 「Attitudeに 注 意 しよ う。 そ うす れ ば も っ と楽 しいShow&Tell

の発 表 が で き る」 とい うよ うに指 導 で き る。

③ 様 々 な音 読 の方 法 を使 い分 け る

様 々 な音 読 の方 法 を、 実 践 的 な コ ミュニ ケ ー シ ョン活 動 との関係 を考 慮 して整 理 した。

区分 名 称 活 動 内 容 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活 動 と の関 連

1語 ・単 語 を1語 ず っ リ ピ ー トす る
。 ・単語 の発音 がで きる。

読み ・1語 読 みで席順 に読 む。 ・語 の ス ト レ ス に な れ る
。

全
句読み ・文 を意味 のま とま りに区切 って読 む。 ・意味 のま とま りをっ かむ。

体
・初期段階で は、実際 にま とま りごとに、 ・音 を流 れ として とらえ、 リン

ス ラッシュを入れて読む。 キ ングがで きる。

音 Buzz 一定の時間内に文章を何回読めるかに挑戦 ・音を流れ と して とらえ、 リン

Reading さ せ る 。 キ ングがで きる。

読 ・自然な スピー ドで発音で きる。

同時読み ・モデル と同 じ速 さで読 む。 ・ リ ズ ム を っ か む
。

指 ・シャ ドーイ ングの前段 階の練 習 ・自然 な スピー ドで発音で きる。

導 shadow一 ・モデルの後を 「0.1秒遅 れて読む感 じで」 ・ス ピー ドに な れ る
。

ing 同時通訳 を してい るよ うに読 む。 ・間の取 り方がわか る。

・感情 を込 めて発音す る。

●
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ペ

ア

音

読

指

導

制限時間

読み

暫 帰

・ 「このペー ジを30秒 以 内で読みま しょう」

とい う指示 で、説 明文 などを交互 に一文

ずつ読 む。

・音 を流 れ として とらえ、 リン

キ ングがで きる。

・自然 な スピー ドで発音 できる。

役割読み ・役割を決めて対話文を読む。 ・相手 の 目を見 て読 む。 内容を

理解 して読 む。

状況設定

読み

・役割 を決 め、状況 を自由に設定 して、対

話文 を読 む。

・風邪 をひいてい る二人 の会話 ,

老人2人 の会話 な ど、状 況を

自由に設定。

・使用場面 を意識 して読 む。

個

人

音

読

指

導

'一
.・

Lookup

・教科書 を黙読 させ たあと、教師 の合図 に

よ って、教科書 を見 ないで音読 させ る。

・無 理 な く暗 唱 す る
。

・Speakingの 基 礎 作 り。

制限時間

読み

・ 「このペー ジを30秒 以 内で読みま しょう」

とい う指示で、説明文 などを読 む。

・音 を流 れ として とらえ、 リン

キ ングがで きる。

自然 な スピー ドで発 音す る。

Last

Sentence

Dictation

・LSDと 呼ばれ ることもあ る。

・教 科 書 を閉 じてCDを 聞 き、 教 師 が

Pauseで 止 めた後 の英文 を生 徒 が言 う。

・Listeningの 能 力 の 伸 張
。

・内 容 を 理 解 して 読 む
。

・ 自然 な ス ピー ドで 発 音 で き る
。

(3)音 読 か ら コ ミ ュニ ケ ー シ ョン活 動 へ の 発 展 の 在 り方

① ペ ア音 読 指導 か ら 「プ ラス ワ ン」 活 動 へ の発 展

ペ ア音 読 指導 の 「役 割 読 み 」(役 割 を決 め て対 話 文 を 読 む)や 「状 況 設 定 読 み」(役 割

を決 あ 、 状 況 を 自由 に設 定 して 対 話 文 を読 む)の 活 動 を実 践 的 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活 動

へ と発 展 させ て い くた め に、 「プ ラ ス ワ ン」 活 動 を取 り入 れ る こ とが で き る。

「プ ラ ス ワ ン」 活 動 と は、 教 科 書 の文 章 その ま まで は な く、 ど こか で生 徒 が 独 自の 表

現 を 入 れ て 音読 を 進 め る方 法 で あ る。 対 話 文 の 答 え の箇 所 や、 説 明文 の 「意 見」 を述 べ

る箇 所 で 、 自分 の 気 持 ちや 考 え を 表 現 で き る。

② 個 人 音 読指 導 か ら、 「聞 く こ と」 「話 す こ と」 へ の発 展

個 人 音読 指 導 の 「LastSentenceDictation」 は、CDの 発 音 を よ く聞 い て い な け れ ば 、

ど こでPause(停ih)が 入 った か が分 か らな い こ と もあ って 、生 徒 の 聞 く力 を伸 ば す の

に効 果 が あ る。 ま た 、全 体 音読 や ペ ア音 読 、 個 人 音 読 を あ る程 度 行 った後 、 本 文 の英 語

が あ る程 度 す らす ら と言 え るよ う に な った段 階 で この活 動 を行 え ば 、 「話 す 力 」 を 伸 ば

す の に効 果 が あ る。

③ 音 読 練 習 に使 用 す る教 材 の 工夫

教 科 書 の本 文 を も とに、 実 際 の コ ミュニ ケー シ ョ ン場 面 に近 い形 に書 き直 した対 話 文

を作 成 し、 音 読 練 習 に用 い る と効 果 的 で あ る。 この 対 話 文 は ペ アで の音 読 練 習 が しや す

く、 簡 単 な英 語 で 自 己表 現 が しや す い よ うに主 語 「"1"」 で 始 め られ る こ と を 配 慮 して

作 成 した。 日常 的 な コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの場 面 を 意識 し作 成 した もので あ り、 周 期 的 に

用 い る こ とに よ り確 実 に暗 唱 で き るよ うに指 導 す る。
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(4)実 践 事 例

以 上 の よ うな基 本 的 な考 え方 に基 づ き、 「実践 的 な コ ミュニ ケ ー シ ョ ン能 力 を 育 成 す る

音 読 指 導 」 につ い て の授 業 研 究 を行 った ので 、 実 践 事 例 と して 報 告 す る。

【実践事例1】 変化 に富んだ音読練習か ら実践的 コミュニケー シ ョン活動への展開

① 本事例 にお ける音読指導 の工夫

ア

イ

ウ

エ

オ

1回 ご との練 習 時 間 を短 く設 定 して生 徒 の集 中力 を持 続 させ る。

変 化 に富 ん だ練 習 し、 同 じ英 文 を く り返 し読 ん で も飽 きさせ な い よ う工 夫 す る。

「ど の よ うに音 読 して ほ しい の か」 とい う観 点 を生 徒 に伝 え る。

全 体 練 習 か らペ ア同 士 で の練 習 ヘ ス ム ー ズ に移 れ る よ うに配 慮 す る。

個 人 音 読 の場 面 で は相 手 の 目 を見 て 話 せ る よ うに 「Read&Lookup」 を心 が け る

よ うに指 示 す る。

② 単 元 の 指 導 計 画

使 用教 科 書:NewHorizonBook1

導入 と全体音読練習

第1時 Unit7Startingout 「1語 読 み」 「句読 み」 「BuzzReading」

な ど 。

第2時 由美 た ち の 冒険 謎 の マ シ ン(1)(2)
内容理解 と全体音読練習、 グル ー プ音

読練習、 ペア音読練習

第3時

(本 時)
由美 た ちの 冒 険 謎 の マ シ ン(1×2}

全体音読練 習 と場面や登場人物 の気 持

ちを考 え た グル ー プ音 読練 習。 「役 割

読 み」 な ど。

ペ ア音読練 習で感情 を込 めて読 む。 相

第4時 由美 た ち の 冒 険 謎 の マ シ ン(1)(2) 手 を 意 識 しeyecontactを 取 る た め に 、

Read&Lookupを 心 が け さ せ る 。

個人音読

第5時 由美 た ち の 冒険 謎 の マ シ ン(1×2) LastSentenceDictation

プ ラス ワ ン活 動

第6時 Let'stryandwrite
オ リジナル脚本 を音読練習

オ リジナル脚本 の暗唱

③ 本時の展開

過程 指 導 内 容 学 習 内 容 評 価 の 観 点

導

入

1Greeting あ い さっ
楽 しい授 業 の 雰 囲 気 が

で きて い る か。

2全 体音読
前 時 の内 容 を思 い 出 しな が ら音

読(BuzzReading)

自 由 に ウ ォ ー ム ァ ッ プ

し よ う と し て い る か 。

一18一



、

テ レビ画面 に表示 され た教 科書 ・大 きな声 で 発 音 して

本 文 を、 教 師 の指 示 で 、 い る か 。

3全 体音読 ①1語 ず つ ・英 語 ら しい 発 音 を し

② 区切れ ごとに て い る か 。

③1文 全 体 を通 して、 読 む。

4全 体 音 読

(リ ズ ム読 み)
ギ ター の リズ ム に合 わ せて読 む。

読 み の速 度 に 慣 れ よ う

と して い るか。

展
5全 体音読

(消 しゴム読 み)

教師 はテ レビ画面 の本 文 を少 し

ずつ消 してい く。生徒 は消 され

た部分 をす ぐに読 む。

間違 いを気 にせ ず に声

を出 して読んでいるか。

6グ ル ー プ音 読
グループ ごとに登場人 物 の気持

ちを考 えなが ら読 む。

感情表現 がで きて い る

か。

7ペ ア音読

(役割読 み)
役割 を決 めてペ アで音読

読 み の 速 さ、 間 の 取 り

方 が で きて い るか 。

8ペ ア 音読 本文 の内容 を状況設定 を 自由 に 状況設定の創意工夫が

(状 況設定読 み) 変 え て読 む。 で きた か。

開 登場 人物 の気持 ちを理解 しなが 相手の 目を見て、 感 情

9ペ ア音 読 らグルー プで音 読す る。感情 を 表 を込 めて音読 がで きて

(Read&Lookup) 情 に 出 して み る。Read&Look い る か 。

upを 心 が け る。

オ リジナルな文(セ リフ)を 最 低 オ リジナ ル な 文 を 作 る

10ペ ア音 読

(プ ラス ワ ン活 動)

一っ は考 え、教 科書本 文 を一 部 変

え て読 む。知 って い る言葉 を上 手

に使 え るよ うに努力 す る。後 の オ

こ とが で きた か。

リジナル脚本 に発展 させ て い く。

・ オ リ ジ ナ ル 文 を ノ ー ト に 書 く
。

・本時 の学 習 の到達点

整
11ま と め ・次 時 は オ リジ ナ ル脚 本 へ と進 を把 握 で きた か。

理
12次 時 の予告 む こと を予 告 す る。 ・次時 の内容 を確認 で

・本時 の 自己評 価 を カー ドに記入 き た か 。

④ 本 時 で 展 開 した 「変 化 に富 ん だ音 読 」 の工 夫

アBuzzReadingの 工 夫

生 徒 に集 中 して 音 読 を させ る た め に、1分 間 で本 文 を何 回読 め るか とい うよ うにチ ャ

レ ン ジさせ る。 それ と同 時 にBGMに テ ンポ の速 い 曲 を、 や や大 きめ な 音 で か け 、 生

徒 が 大 きな声 で 読 ん で も気 に な らな い よ うに す る。 曲 の終 了 と同 時 にBuzzReading

は終 わ る。

イ1語 読 み か ら1文 読 み ヘ

パ ソ コ ン画 面 に教 科 書 の本 文 を取 り込 ん で、 テ レ ビモ ニ タ ー に映 して 生 徒 に見 せ る

か 、 ま た は黒 板 に本 文 の拡 大 コ ピー を張 り、生 徒 の顔 を 上 げ させ る。単 語 を1語 ず っ、

教 師 が ポ イ ン ター で指 しなが ら後 に っ い て発 音 させ る。1文 読 み 終 わ る ご とに一 気 に

1文 全 体 を読 む。1語 ず っ か ら1文 へ 「ゆ っ くり」 「ふ っ うに」 「や や 速 く」 と変 化 を

つ けて 練 習 す る。Slowlearnerに も配 慮 しな が ら練 習 す る。

ウ リズム 読 み の 工 夫
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ギ ター や リズ ム マ シー ンを使 って リズ ムを 刻 み、 リズ ム に載 せ て 音 読 す る。 ゆ っ く

り、 ふ っ うに、 や や速 く と変 化 をっ けて 練 習 す る。 目標 と な る速 さが 具 体 的 に示 され

る の で、 生 徒 は チ ャ レ ン ジす るつ も りで 学 習 に取 り組 む 。 つ まず きが見 られ る英 文 や、

リンキ ン グを意 識 させ る ことが 必 要 な場 面 で は く り返 し練 習 す る。

工 消 しゴム 読 み

パ ソ コ ン画 面 に教 科 書 の本 文 を取 り込 ん で お き、 テ レ ビモ ニ ター に表 示 す る。 一 度

通 しで 読 ん だ後 、 教 師 が 少 しず つ 消 して い き なが ら読 ませ る。2,3年 生 で は、 教 科

書 か ら選 ん だ重 要 文 にっ いて 音 読 す る と よ い。 パ ソコ ンを 使 わ な い場 合 は、 黒 板 に板

書 して お いて 少 しず っ 消 しなが ら読 ませ る こ とが で き る。

オ 役 割 読 み の 工 夫

教 科 書 本 文 の登 場 人 物 の セ リフが ど の よ うな気 持 ちで 話 され て い るか を考 え させ る

た め に、 登 場 人 物 を描 い た プ リン トに気 持 ち を ト書 き形 式 で 記 入 させ る。

⑤ 音 読 の評 価 の観 点

音 読 指 導 の観 点 を 右 の表 の よ うに 作

成 し、 生 徒 に 目標 を持 たせ ると と もに、

個 別 指 導 の資 料 と した。

この 評 価 の観 点 は ス ピ ー チ やShow

&Tel1の 際 に も使 用 で き、 音 読 か ら コ

ミュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動 へ の 発 展 の 過 程

を 見 通 す こ とが で き る。

⑥ 本 時 の 考察

ア 飽 き させ な い工 夫 を しな が ら音読 練 習 を 繰 り返 した結 果 、 生 徒 は暗 記 しよ うと思 わ

な くて も自然 に英 文 が 暗 唱 で き る状 態 にな っ た。

イ ペ ア音読 指 導 か ら 「プ ラ ス ワ ン」 活 動 へ 発 展 させ て い く過程 で は、 ス ム ー ズ に音 読

で き る こ とが支 え とな り、 い ろ い ろな 台詞 を 付 け足 す な どで き る限 り 自分 の 言 葉 と し

て 英 語 を使 お う とす る態 度 が 見 られ た。

Speed ABCD

Pronunciation ABCD

Clearness ABCD

Loudness ABCD

Rhythm ABCD

Content ABCD

Attitude ABCD

【実践事例2】 教材 を工夫 した音読練習か ら実践的 コ ミュニケ ーシ ョン活動へ の展 開

① 本 事 例 に お け る音読 指 導 の工 夫

ア 教 科 書 の本 文 を も とに、 実 際 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョン場 面 に近 い形 に書 き直 した対 話

文 を作 成 し、 音 読 練 習 に用 い る。 この対 話 文 はペ アで の 音読 練 習 が しや す い形 式 で 書

か れ て い る。 ま た 自己表 現 に応 用 しや す い よ うに、 主語 「"1"Jで 言 え る よ う に配 慮

して作 成 され て い る。 ま た、 日時 を 隔 て て 周期 的 に用 い る こ とに よ り、 確実 な 定 着 を

図 る。

イ 教 師 作 成 の対 話 文 を導 入 段 階 で利 用 す る こ とに よ り、 教 科 書 の 内容 理 解 を ス ム ー ズ

に す す あ る。

ウ 音 読 マ ラ ソ ンを実 施 して い る。 これ は家 庭 学 習 や休 み 時 間 な ど に、 保 護 者 や 友 人 、

担 任 の教 師 な ど を相 手 に生 徒 が 自一主的 に本 文 の 音読 を して、 音 読 の 回数 を記 録 し、 プ
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リン トの マ ラ ソ ンの距 離 を進 め て い く方 式 の練習 で あ る。 音 読 の対象 は教 科 書本 文 か、

ま た は教 師作 成 の や さ しい対 話 文 か の どち らか で あ り、生 徒 が選 択 で き る。

② 単 元 の指 導 計 画

使 用 教 科 書:NewCrownBook1

第1時 Lesson7(1)(2)新 出 文 法 事 項

第2時 前 時 の復 習 とLesson7(1>の 内容 理 解 、教 科 書 音読 練 習

第3時 Lesson7(2)対 話 文 練 習 、 内容 理 解 、 教 科 書 音 読 練 習

第4時 Lesson7(1×2>の 復 習 、 対 話 文 練 習 、 教 科 書 音 読 練 習

第5時 ALTと のTeamTeaching*本 時

第6時 Lesson7(3)の 内 容 理 解 、 教 科 書 音 読 練 習

第7時 全体 の復習

③ 本時の展開

過程 指 導 内 容 学 習 内 容 評 価 の 観 点

1Greeting あ い さつ 楽 しい授 業 の雰 囲気 が で
導

き て い る か 。

入
2Bingogame 家庭学習 で準備 したペ ー ジ 単語 を聞 き取 れ たか。

で単 語 の ビ ン ゴを す る。

3Warmup 既 習の対話文 を使 って 口慣 既 習の対話 文を言え たか。

ら しを す る。

4Readingpractice 教 科 書49ペ ー ジ をALTの あ 読 む速 さや イ ン トネー ショ

(Chorus) とに っ い て全体 で音 読 す る。 ン、 リズ ム に気 を付 け て 読

め た か 。

展
5Readingpractice ペ アで音 読 練 習 を す る。 感情を込 めて読 む こ とが で

(Pair) き た か 。

6ExplainKanji ・グル ー プ にな っ て 漢 和 辞 ・既 習 の表 現 を う ま く使 え

lettersusedinthe 典を使 い、生 徒名 の漢字 の るか ど うか 。 ・ま と め る途

student'snameor 意味を調 べ る。 また は漢 字 中でALTや 指導者 に英 語 で

makeKanjiriddles の な な ぞ な ぞ を 考 え る。 質 問 で き たか 。

開
likeanexample

showedinthetext一

・調 べ た こ と、 考 え た こ と

を ま とめ て 発 表 す る た め に

book. 英 文 を 書 く。

7Practicebefore グループで作成 した英文 内 練 習 が で きた と ころ は、 指

thepresentation 容 をALTに 発 表 で き る よ う 導者 の前 で練 習す る。1人

にグループで音読練 習 をす 1回 以 上 発 言 で き る よ うセ

る 。 リ ブ を 考 え る 。
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8Presentation 生徒 は自分 の名前 に使 われ ・声 の 大 きさ、 速 度 、 話 の

て いる漢字 の由来 や漢字 の 内 容 、 発 音 な どを み る。

な ぞ なぞ をALTに 話 す 。 ・メ モを 見 な いで 説 明 で き

た か 。

整 9Consolidation 発 表 につ いて のALTと 指 導 カー ドを使 って 、 自 分 の 発

理 者 の 感 想 を 聞 く。 表 を 自己評価 す る。

④ 本時で展 開 した音読練 習の工夫

ア 実際の コミュニケー シ ョン場面 に近 い形 に書 き直 した対話文 を用いた音読 練習

次 ペー ジに掲載 したよ うな対話文 を使 って、音読練 習を した。掲載 した もの は、

()が 多 い形 の ものだが、 もとは空所 のない プ リントを使用 した。徐 々 に空所

を増 や してい くことで、生徒 が 自然 に表現 を身 に付 け られ るよ うに工夫 した。

イ 音読練習 の成果 を実 際の コミュニケー シ ョンに生 かす場 を設定 す る

本時 では グループで作成 した英文 内容 をALTに 発表 で きるよ うに グループで音読練

習 を した。 この ことによ り生徒 は音読練習 の成果 を試 す ことが で き、以後 の音読練習

への動機付 けがで きた。

⑤ 本時 の考察

ア 教師 自作 の対話文 を用 いる ことによ って、教科書 の内容 にっ いての理解が スムーズ

に進んだ。 そのたあ教科書 の音読 に も意欲的 に取 り組 む様子が見 られ た。

イ 様 々な音読 の方法で練習す る ことによ り、生徒 の声 は次第 に大 き くな って い った。

そ して練習 の過程で無理 な く英文を覚えて しま う生徒が増えた。

ウ 教科書 の内容を応用 して、生徒の名前 に使われて いる漢字の意味や、 自分 たちで考

え た漢字 のなぞなぞをALTに 英語で説明す る場面で は、生 徒 たちは既習の フ レーズ

を上手 に用 いて積極 的 に発表す ることがで きた。 これ は 「発表 したい」 とい う意欲が

あ ったため に、既 習の知識 を総動 員 して英文 を作 った結果 であ ると考え られ る。

【生 徒 が 作 成 し た 漢 字 の な ぞ な ぞ 】

SWeteachJapanesetoyou.Areyouready?

ALT:Sure!

SDoyouspeakJapanese?

ALT:No,Idon't.

S:CanyouwriteanyKanji?

ALT:No,notatall.

S:Canyoureadthiskanji?(Writingkanji.青 青 青)

ALT:No,Ican't.Whatdoesitmean?

S:Thismeans"Blue"andthreeblue.

ALT:Sothreeblues?

SNo.Butyourguessisright.

Theansweris"Bluethree",aHongKongTVstar .
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「

Doyouknowhim?

ALT:(Biglaugh)Iknow.Heisfamous.

S:Yes.Butpleaserememberthisisnotreallyakanji.It'sajoke.

ALT:OK.Thankyouverymuch.

【実 際 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョン場 面 に近 い形 に書 き直 した対 話 文 の 例 】

Let'sイ ン タ ビ ュ

A

B

A

B

A

B

A

B

A

May

C).

)C

whatfood

Ilike()andI

:1().And()(

()getup?

Iusually()

()()you?

Iusually()

C)C

:IC)at().

askyouaquestion?

doyoulikeand

youlike?

)like().

doyou

)at(

about

doyou

)

home?

ち ょっと聞 いて いい?

もちろん。

どん な食べ物が好 きで、 どんな

食べ物が きらい?

()が 好 きで()が 嫌 い。

へ～。 それ といっ も何時 に起 き

るの?

たいてい()に 起 きるよ。

君 は?

).だ いたい()か な。

何時 に家 を出 るの?

()か な。

【実践事 例3】3年 間 を見通 した指導計画

一 音読練習か ら実践的 コ ミュニケ ー シ ョン活動 への展 開例 一

基 礎 的 な活 動 で あ る音 読 練 習 は、 応 用 的 ・発 展 的 な 活 動 、 例 え ば、Explanation(生 徒

が 外 国 人 指 導 員 に 日本 の 文 化 や 生 活 習 慣 等 を 英 語 で 説 明 す る)、Show&Tell、Speech,

Dramaな どの 活 動 との 関 連 を 図 りっ っ 指 導 で き る。 次 の 表 は3年 間 を 見 通 し た指 導 計 画

の例 で あ る。1年 時 か ら生 徒 に この指 導 計 画 を示 し 「こん な こ とが で き る よ うにな る」 と

い う 目標 を示 す の も一 っ の方 法 で あ る。

Show&Tell Explanation Speech,Drama

○身近 な物 で 自己紹介 ○ 自分 の名前、簡単 な漢字 を ○対話形式 の読 み物 を ぺ

1 ALTに 説 明 す る。 アで感情 を入 れて読む。

【教科書 の読 みで基 本文 【教科書 の読 みを深 め る こと 【ドラマのF地 作 り⇒ ペ ア

年 を定着 させ、 自分 の言葉 で相手 とのや りとりを理解 す リーデ ィングの重要性 を理

を付 け加 え られ る】 る】 ⇒ 実践事 例2 解す る】 ⇒実践事例1
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2

年

3

年

○ 自分 の得意 な こと、 内

面 を表現 で きるよ うな

自己紹介。

【1年 生 の活動 を発 展 さ

せ る。 自分 の考 え や意見

を述 べ られ る】

○ 日本 で話題 にな って い る身

近 な ことや現状 をALTに 伝

え る。

【教科書 の読 みを深 め る こと

で、相手 にわか りやす く伝 え

る方法 を理解 す る】

○ 日本 の文化 の紹介Show&Tell形 式 でALTに 説 明 す る

【1・2年 の両活 動 を リンクさせ、 自分 の ことや 自国 の こ

と)を い か に相 手 にわか りやす く伝 え、 理解 して も らうか

創 意工 夫 させ る。】(教 科 書 に よ って はShow&Tell形 式 の

内容 を扱 って い る もの もあ るので読 み か ら導 入 で きる。)

0ス ピーチ 将 来 の夢 や

自分 のな りたい職業

【教科書 の読 みを通 して

ス ピーチの仕方を理解 し、

実際 に行 う】

学習 の集大成 とな る よ う

な ドラマをつ くる。

【音読 ・表現活動 の総仕

上 げと して最後 に設 定 す

る】

V研 究の成果 と今後の課題

現 代 社 会 に お いて は、 国 際 化 、 情 報 化 の波 が 押 し寄 せ 、 以 前 に も増 して 「国 境 を越 え た」 コ

ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 を要 求 され る時 代 に な って い る。

新 学 習 指 導 要 領 に明 確 に打 ち出 さ れ た 「実 践 的 」 とい う言 葉 に は、 「実 際 に英 語 を使 う能 力」

を習 得 す る必 要 性 が よ り強 調 され て い る。 本 研 究 部 会 で は2っ の分 科 会 に分 か れ、 実 践 的 な コ

ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 の育 成 にっ いて の研 究 を 進 め た。

第1分 科 会 は、 イ ン ター ネ ッ トを活 用 した英 語 の授業 の工 夫 にっ いて研 究 した。 イ ンター ネ ッ

トの 活 用 の最 終 目標 と して 、 相 手 の こと を意 識 しなが ら リア ル な コ ミ3ニ ケ ー シ ョ ン活 動 が で

き る こ と=〔 外 国 に い る生 徒 と の チ ャ ッ ト]に 置 き、 擬 似Eメ ー ル体 験 を は じめ と して 、

学 級 内 、 国 内 他 校 と の ネ ッ トワ ー ク活 動 等 の 研 究 授 業 を 実 践 した。

そ の 結 果 、 イ ンタ ー ネ ッ トを 活 用 して の授 業 は実 践 的 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 の育 成 に効

果 が あ っ た。 しか し、 い くっ か の 課 題 も明 らか に な っ た。 例 え ば 、 海 外 の 人 と実 際 に コ ミュニ

ケ ー シ ョ ン活 動 を しよ う とす る場 合 の 相 手 を 探 す 方 法 と、 そ の 内 容(ト ピ ック)が 課 題 で あ る。

この課 題 につ い て の取 り組 み の 実践 事 例 を示 した。

第2分 科 会 は、 個 々 の生 徒 の 到達 レベ ル に 配慮 しっ つ 、 まず 「教 科 書 を 音 読 で き る こ と」 を

実 践 的 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの育 成 の 出 発点 と と らえ 、 音読 の で き る能 力 を 上台 に して 、 コ ミュ

ニ ケ ー シ ョ ン能 力 を育 成 す るた め の道 筋 を 明 らか に しよ う と した。

研 究 の結 果 と して、 様 々 な音 読 方 法 が工 夫 で き る こ と、 教 科 書 の本 文 を 書 き直 した プ リ ン ト

の活 用 、 場 面 設 定 等 を工 夫 す る こ と、3年 間 を 見通 した指 導 計 画 に よ り音 読 指導 を ス ピー チや

ドラマ な どの応 用 的 な活 動 に発 展 させ て い く こ とが有 効 で あ る こ とが、 授 業 研 究 を通 して 明 ら

か に な った。

今 後 の課 題 と して は、 イ ン ター ネ ッ トの活 用 で は年 間 指 導 計 画 へ の位 置付 けの在 り方 を 工 夫

す る こ と、 音読 指 導 で は コ ミュ ニ ケ ー シ ョン活 動 へ と発 展 さ せ るた め の授 業 で の場 面設 定 の 在

り方 を考 え る必 要 が あ る こと、 が あ げ られ る。
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